
（ ）事例 中学校国語科 西濃地区 Ｓ中学校
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第３学年

学習指導要領 第２学年及び第３学年の内容 書くこと（１）ア、イ、ウ、カ、B
言語事項（１）ウ、エ､

単 元 名 「私たちの町を紹介しよう ～パンフレットを作ろう～ （全６時間）」

単 元 目 標 ○パンフレットの読み手に伝えたい自分の思いや願いを明確にしながら、
文章の形態に応じた適切な構成や文を工夫し、それらの交流の中で自分

。 （ ）の表現に役立てようとすることができる 国語への関心･意欲･態度
○パンフレットの目的に応じて、自分の伝えたい場所の特色を表す言葉を
選び、伝えたい事実や事柄を明確にして、読み手に効果的に伝える短文

。 （ ）やキャッチコピーを書くことができる 書く能力
○パンフレットという形態を知り、それの応じて書き出しや中心部分の展
開など適切な構成を工夫して書くことができる。 （書く能力）
○書いた文章（パンフレット）について、構成・文章の形態の観点から互
いに交流し検討し合いながら、自分の表現に役立てることができる。

（書く能力）
○相手や目的に応じて文章の形態に違いがあることに気付き、パンフレッ
トのキャッチコピーや紹介文を交流することを通して、語感を磨くこと
ができる。 （言語についての知識・理解・技能）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○個の学習状況に応じた多様な指導方法の工夫
・パンフレットで紹介する場所に込められた生徒個々の思いや願いを大
切にした表現活動が行えるよう、パンフレットの構成の仕方・キャッ
チコピーの作り方の手順等を明示し、それぞれの活動で目指す姿を生
徒に示しながら指導･援助を行う。

○一人一人のよさや進歩の状況の評価結果を学習活動に生かす指導の工夫
・生徒個々が確実に読み手に効果的に伝える短文やキャッチコピーが作
れるよう、パンフレットの内容及び形式から評価の観点を明確にし、
小集団学習による相互評価によって、自分の表現のよさや課題を明確
にとらえることができるようにする。

【言語活動】説明（パンフレットの製作）

【言語意識】
（相手） 南濃温泉（水晶の湯）を訪れる人に
（目的） 南濃温泉周辺の素晴らしさを伝えるために
（場面・ 南濃温泉のロビーで自由に手に取ることができるようにして
状況）
（方法） パンフレットの形式で
（評価） 分かりやすく伝えることができたかどうか、パンフレットを見

た方へのアンケートをもとに

参 考 資 料 資料１：第１～５時の評価プリント・・・ 毎時間の自己評価用紙」毎時「
間ノートに貼って自分の学習ぶ
りを振り返るために使用

資料２：第３～４時の学習プリント・・・ パンフレット下書き用紙」伝「
えたい場所を紹介する短文と、
それをもとにキャッチコピーを
考えるために使用

資料３：第５～６時の学習プリント・・・ パンフレット清書用紙」画用「
紙に両面印刷し、清書として使
用

資料４：パンフレット生徒作品例



２ 単元の評価規準

ア 国語への関心･ ウ 書く能力 オ 言語についての知識
意欲･態度 ･理解･技能

内 ・広い範囲から必要な材 ・広い範囲から課題を見付けてい ・慣用句、類義語と対義語､同音
容 料を集め、立場や伝え る。 異義語や多義的な意味を表す
の たい事実や事柄を明確 ・必要な材料を集め、それを基に 語句の意味や用法に注意して
ま にし、相手に効果的に 自分のものの見方や考え方を深 書き、抽象的な概念などを表
と 伝わるように表現を工 めている。 す多様な語句についての理解
ま 夫するとともに、書く ・課題に対する自分の立場、伝え を深め、語感を磨き語彙を豊
り ことにより自らを生活 たい事実や事柄を明確にしてい かにしている。
ご を振り返って生活を豊 る。 ・相手や目的に応じて文章の形
と かにしようとしている ・文章の形態に応じて、書き出し 態や展開に違いがあることに。
の や中心部分の展開など適切な構 気付いたり、文の成分の順序
評 成を工夫している。 や照応、組立てなどを考えた
価 ・文章の内容が相手に効果的に伝 りして書いている。
規 わるように論理の展開を工夫し
準 ている。

・互いの文章を読み合い､論理の展
開の仕方や材料の活用の仕方な

、ど様々な観点から相互に検討し
自分の表現に役立てている。

単 ・パンフレットの読み手 ・図書館､コンピュータや情報通信 ・読み手を引きつけるためのキ
元 に伝えたい自分の思い ネットワーク等を利用し、自分 ャッチコピー作りを通して、
の や願いを明確にしなが の住む地域に関する必要な材料 多様な語句についての理解を
評 ら、文章の形態に応じ を集め、それを基に自分のもの 深め、語感を磨き語彙を豊か
価 た適切な構成や文を工 の見方や考え方を深めている。 にしている。
規 夫し、それらの交流の ・課題に対する自分の立場をはっ ・相手や目的に応じて文章の形
準 中で自分の表現に役立 きりさせ 相手や目的に応じて 態や展開に違いがあることに、 、

てようとしている。 伝えたい事実や事柄を明確にし 気付いたり、文の成分の順序
た上でキャッチコピーを作って や照応、組立てなどを考えた
いる。 りして書いている。

、・パンフレットという形態を知り
それにに応じて書き出しや中心
部分の展開など適切な構成を工
夫している。

・表現する目的、相手を明確にし
た上で互いの文章を読み合い相
互に検討し、自分の表現に役立
てている。

単 ①日常生活に必要な情報 ①様々なパンフレットから、目的 ①パンフレットの形態や特徴を
位 がパンフレットに効果 や意図に応じた表現の仕方とキ 知り、相手や目的に応じた構
時 的に書かれていること ャッチコピーの意義に気付いて 成を工夫しながらパンフレッ
間 に気付き、相手･目的 いる。 ト作りを行っている。
に を意識しながら自分の ②図書館等の利用、聞き取り調査 ②相手･目的を意識し、紹介す
お パンフレット作りにつ をしながら紹介する内容、その る場所をより効果的に伝える
け いて見通しをもててい 場所についての自分の思いや願 ための言葉を選んでキャッチ
る る。 いをまとめている。 コピーを作っている。
具 ②仲間同士表現したもの ③紹介する場所について、自分の
体 を交流し、それぞれの 伝えたい内容を端的に表す短文
の よさを自分の表現に生 を書いている。
評 かそうとしている。 ④伝えたい場所の特色を表す言葉
価 を抜き出し、パンフレットを手
規 に取った人のことを意識しなが
準 らキャッチコピーを作ってい

る。
⑤お互いのパンフレットを交流し



たり、実際の場面で活用するこ
とを踏まえて、相手に伝わる表
現になっているか検討してい
る。

３ 指導と評価の計画（全６時間）

時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導･援助

１○学校や地域等､ ○様々な内容のパンフレットが身の 〈アー①〉 ○観察・発言 ○視覚に訴えるもの

身の回りのこ 回りにあることに気付く。 ○日常生活に必 〈パンフレッ から説明書のよう

とで興味･関心 要な情報がパ トの中での に文字情報で説明

をもっている 身の回りの様々なパンフレット ンフレットに キャッチコ するようなものま

ことを取り上 を読みながら、パンフレットの目 効果的に書か ピーの効果 で、様々なパンフ

げながら、パ 的や特徴を考えよう。 れていること が理解でき レットを提示す

ンフレット作 に気付き、相 たかどうか る。

りの目的や内 ○様々なパンフレットに触れなが 手、目的を意 観察や発言 ○目的に応じた文章

容を考えるこ ら、それぞれの目的を考える。 識自分のパン から評価す になっていること

とができる。 ○目的に応じてどんな内容･構成で フレット作り る｡〉 に着目した発言を

作られているかを考える。 について見通 認め価値付ける。

○パンフレット作りの見通しを確認 しをもててい ○目的を明示し、身

する。 る。 近な地域を紹介す

るパンフレットを

作ることを確認す

る。

２○パンフレット ○各自持ち寄った観光パンフレット 自分の住む地域以○
の実物を持ち の目的および対象としている相手 外の観光パンフレ

寄り、目的や を交流する。 ットを用意してお

相手により、 く。

どのような表 パンフレットの目的や相手によ

現の仕方があ って､どのような言葉の表現をし ○第１時で使ったパ

るのかを考え ているのか考えてみよう。 ンフレットを参考

ることができ にさせる。

る。 ○目的や相手に応じて、どんな言葉 〈ウー①〉 ○観察・発言 ○紹介文のみを取り

の表現をしているのか考え、交流 ○様々なパンフ 〈パンフレッ 出し、どの部分か

する。 レットから、 トの中のキ キャッチコピーに

○ キャッチコピー の意義を知り､ 目的や意図に ャッチコピ なっているか確認「 」

それを作っていく次時からの見通 応じた表現の ーに込めら する。

しをもつ。 仕方とキャッ れた思いや

チコピーの意 願いが理解

義に気付いて できたかど

いる。 うか、観察

や発言から

評価する｡〉

３○パンフレット ○自分がつくる観光パンフレットの 〈ウー②〉 ○観察 ○パンフレットの目

、にする事柄を 目的と相手を確認し、観光資料・ ○図書館等の利 〈パンフレッ 的･相手を確認し

決定し、図書 等をもとに、キャッチコピー 用、聞き取り トの目的･相 紹介する場所ごとHP
館やパソコン づくりのための取材を行う。 調査をしなが 手を明らか のグループで取材

を利用して取 ら紹介する内 にした上で 内容を確認する。

材することが パンフレットの目的･相手を意 容、その場所 取材してい ○一般的なパンフレ

できる。 識しながら､南濃温泉周辺の観光 についての自 るか観察す ットが取り上げな

スポットを紹介するキャッチコピ 分の思いや願 る 〉 い独自の紹介場所。

ーを作るための取材を進めよう。 いをまとめて ○学習プリン を考えさせる。

いる。 ト



○各自担当場所を決め、紹介する場 〈紹介したい

所ごとに取材する内容を検討し、 場所につい

分担する。 て自分の思

○取材内容をメモにまとめていく。 いや願いが

まとめられ

たかを評価

する 〉。

４○パンフレット ○取材をもとに紹介する場所を説明

の形態や特徴 する短文を交流し、それをもとに

を踏まえなが したパンフレット作りの見通しを

ら構成を考え 確認する。、

伝えたい内容

を端的に表し パンフレットの形態や特徴をふ

た短文作りを まえながら構成を工夫し、伝えた

行うことがで い内容を端的に表した短文作りを

きる。 進めよう。

○伝えたい内容を確認した上で、キ 〈ウー③〉 ○学習プリン ○それぞれのキャッ

ャッチコピーを中心にした構成を ○紹介する場所 ト チコピーを一覧に

工夫する。 について自分 〈紹介する場 まとめておく。

・それぞれの紹介場所を各自 の伝えたい内 所への自分A4
１枚にまとめる。 容を端的に表 の思いや願

す短文を書い いを踏まえ

ている。 た上で紹介

文が書かれ

○パンフレットを手に取った人に、 〈オー①〉 ているかを ○言語活動としての

自分の伝えたい内容が効果的に伝 ○パンフレット 評価する｡〉 パンフレット作り

わるような短文（紹介文）作りを の形態や特徴 ○学習プリン ということを確認

する。 を知り、相手･ ト し、枠組みをある

目的に応じた 〈キャッチコ 程度限定する 実。（

構成を工夫し ピーを中心 態に応じて下書き

ながらパンフ にした構成 のためのワークシ

。）レット作りを になってい ートを用意する

行っている。 るかを評価

する 〉。

５○取材した内容 ○場所を紹介する短文を交流し、キ ○一人一人に辞書を

をもとに、自 ャッチコピーを作っていく手順を 持たせる等、言葉(
本 分が伝えたい 確認する。 へのこだわりがも

時 場所の特色を てる環境を整え

表す言葉を抜 パンフレットの内容をもとに､ る。)

き出し、推敲 紹介する場所の特色を一言で表 ○キャッチコピーを

を重ねること し､相手に印象づけるようなキャ 見ただけでその場

を通して、パ ッチコピーを作ろう。 所の特徴がよく分

ンフレットを かるパンフレット

手に取った人 例を紹介する。

に対し効果的 ○各自、取材したことをもとに担当 〈ウー④〉 ○観察 ○事前に書いた紹介

なキャッチコ 場所を紹介するキャッチコピー作 ○伝えたい場所 〈伝えたい場 文を読ませ、個々

ピーを書くこ りを行う。 の特色を表す 所の特色を の思いや願いを確

とができる。 ○紹介する場所ごとに分かれ、作っ 言葉を抜き出 効果的に伝 認する。

、たキャッチコピーについて、以下 し、パンフレ えるために

の観点から交流する。 ットを手に取 言語操作を

・コピーを見ただけで地域の特色 った人のこと しながらキ

が感じられるものになっている を意識しなが ャッチコピ

か。 らキャッチコ ーが作れて

・言葉遊びの要素を入れた、覚え ピーを作って いるか観察

やすく親しみがもてるものであ いる。 する 〉。

るか。

○全体の場で班での交流の様子を交 〈オー②〉 ○学習プリン ○紹介文から抜き出

流し、加筆修正を行う。 ○相手･目的を意 ト した言葉を組み合



識し、紹介す 〈相手･目的に わせて考える欄を

る場所をより 応じた効果 設けたプリントを

効果的に伝え 的な言葉選 用意する。

るための言葉 びがなされ ○メモやつぶやきの

を選んでキャ ているか評 中で、言葉の入れ

ッチコピーを 価する｡〉 替え等、具体的な

作っている。 言語操作を行って

いる姿を認め価値

付ける。

６○お互いのパン ○各自製作中のパンフレットを班内 〈ウー⑤〉 ○観察

フレットを班 で見合う。 ○お互いのパン 〈仲間の受け

内で交流し、 フレットを交 止め方を参

相手に伝わる お互いのパンフレットを班内で 流したり、実 考にし、自

表現になって 交流し、相手に伝わる表現になっ 際の場面で活 分の表現を

いるか検討し ているかを検討し、それを自分の 用することを 吟味してい

ながら、実際 表現に生かしていこう。 踏まえて、相 るか観察す

に使う場面で 手に伝わる表 る 〉。

の自分の表現 ○相手意識･目的意識という視点か 現になってい ○評価表をもとにそ

に役立てよう らお互いのパンフレットの内容を るか検討して れぞれのよさを認

とすることが 交流する。 いる。 め価値付ける。

○後日、パンフレッできる。 ○交流で明らかになった内容を踏ま 〈アー②〉 ○観察

トを読んだ人へのえて､パンフレットを完成させる ○仲間同士表現 〈仲間のどの。

アンケート結果をしたものを交 ような表現

もとに、自分の表流し、それぞ を自分の表

現が相手にどれくれのよさを自 現に生かそ

らい伝わったのか分の表現に生 うとしてい

を把握するようにかそうとして るか観察す

働きかける。いる。 る 〉。

４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい
・取材した内容をもとに自分が伝えたい場所の特色を表す言葉を抜き出し、推敲を重ねることを通して、
パンフレットを手に取った人に対し効果的に伝わるキャッチコピーを書くことができる。

（２）本時の位置
５／６時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 形態 評価について 指導･援助

○一人一人に辞書を導入 ○場所を紹介する短文を交流し、キャッチ 学級
を確認する。 持たせる等、言葉コピーを作っていく手順 全体

へのこだわりがも
パンフレットの内容をもとに、紹介 てる環境を整え

する場所の特色を一言で表し､相手に る。
印象づけるようなキャッチコピーを作 ○キャッチコピーを
ろう。 見ただけでその場

所の特徴がよく分
○各自、取材したことをもとに担当場所を 個人 かるパンフレット展開
紹介するキャッチコピー作りを行う。 例を紹介する。
＜キャッチコピー作りの手順＞ 〈ウー④〉 ○事前に書いた紹介
①紹介する相手およびその目的を確認 ○伝えたい場所の特色を表 文を読ませ、個々
し、どんなことを伝えたいのか簡単 す言葉を抜き出し、パン の思いや願いを確
な文章にまとめ フレットを手に取った人 認する。る。
②取材メモの中から、地域の特色を感 のことを意識しながらキ
じさせる言葉を考える。 ャッチコピーを作ってい
③相手に、より印象的･効果的な言葉 る。



を選び、言葉の入れかえ･省略等の ・観察
言語操作を行いながら、臨場感のあ 〈伝えたい場所の特色を
るキャッチコピーを作る。 効果的に伝えるために、

④伝えたい内容を読み返し、体言止め 言語操作をしながらキャ
･倒置法･比喩･押韻･方言の意図的使 ッチコピーが作れている
用等の手法も参考にしながら、声に か観察する 〉。
出しての推敲を行う。 〈オー②〉
⑤伝えたい内容を書いた文章をもと ○相手･目的を意識し、介 ○紹介文から抜き出
に、コピーを再度読み直す。 する場所をより効果的に した言葉を組み合

伝えるための言葉を選ん わせて考える欄を
○紹介する場所ごとに分かれ、作ったキャ 小 集 でキャッチコピーを作っ 設けたプリントを
ッチコピーについて、以下の観点から交 団 課 ている。 用意する。（
流する。 題別 学習プリント ○メモやつぶやきの） ・
・コピーを見ただけで地域の特色が感じ 〈相手･目的に応じた効果 中で、言葉の入れ
られるものになっているか（パンフレ 的な言葉選びがなされて 替え等、具体的な
ットを手に取ってみたくなるか 。 いるか評価する｡〉 言語操作を行って）
・言葉遊びの要素を取り入れた､覚えや いる姿を認め価値
すく親しみのもてる文になっている 付ける。
か。

学級○全体の場で、班での話し合いの様子を交
全体流する。

・相手･目的･伝えたい内容を話した上
、 。で 作ったキャッチコピーを発表する

・班での交流を受けて、どのように加筆
修正を行っていきたいかを発表する。

終末 個人○班交流･全体交流を受けて自分のキャッ
チコピーを見直し、加筆修正を行う。

学級○次時の見通しを確認する。
全体



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈ウー④〉
○伝えたい場所の特色を表す言葉を抜き出し、パンフレットを手に取った人のことを意識しな
がらキャッチコピーを作っている。

〈オー②〉
○相手･目的を意識し、紹介する場所をより効果的に伝えるための言葉を選んでキャッチコピ
ーを作っている。

（２）評価の実際

【評価方法】観察・学習プリント

【判断した生徒の状況例】
・ 伝えたい場所の特色を表す言葉を抜き出し」については、紹介する文章の中から読み手の印「
象に残るような言葉をいくつか書き出しているいる姿を 「おおむね満足できる状況」と判断、
した。
・ 紹介する場所をより効果的に伝えるための言葉を選んでキャッチコピーを作っている 」に「 。
ついては、選び出した言葉を並べ替えたり短くしたりする操作ができない生徒を「努力を要す
る状況」にあると判断した。この要因としては、
①「交流の前に自分なりの考えをまとめきれなかった」
②「抜き出した言葉をどのように言語操作することが、効果的なキャッチコピーにつながるの
かが分からなかった」
ことが考えられる。

（３）個に応じた指導の実際
・①「交流の前に自分なりの考えをまとめきれなかった」が要因と考えられる生徒に対しては、
机間指導の中で、事前に書いた自分の紹介文を読ませ、自分の伝えたい思いや願いを確認する
よう助言した。生徒は、伝える相手や目的をふまえ、キャッチコピーづくりに取り掛かること
ができた。
・②「抜き出した言葉をどのように言語操作することが、効果的なキャッチコピーにつながるの
かが分からなかった」ことが要因と考えられる生徒に対しては、紹介文から抜き出した言葉を
組み合わせて考える欄を入れた学習プリントを用意し、全体の場で交流した表現技法の効果を
再確認し、それを使っていくよう助言した。生徒は、プリント上で様々な言語操作を行い、交
流の場でもそのメモをもとに発言できるようになった。


